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0 人事院規則16- 0 （職員の災害補償）の
一部を改正する規則（ 人事院16- 0 -4) 1 . 31 
0 人事院規則16- 3 （災害を受けた職員の
福祉施設） の一部を改正する規則（ 人事
院 16- 3 - 5 )  1 . 31 
0 人事院規則16- 4 （補償及び福祉施設の
実施）の一部を改正する規則J （ 人事院16
- 4 - 4) 1 . 31 
主ロ主 ＝，ユ、
o 昭和6 2年度科学研究費補助金の 研究計画
調書の提出期間を定める件（文部 7) 1 . 26  
官庁報告
0日本学士院 会員候補者の推薦について
















第10回評議会（ 1 )j 16日 ）
（審議事項）
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品崎千 事
昭和61年度民問機関等との共同研究について
音E 石汗 ’コ戸巴7L 目局｜ 民 間機関等 題 研 究 期 間 ｜区 分 ｜ 研 究経費
工 学 部 ｜ キタムラ機械側 ｜ 工作物のインプロセス計測！と制御 勺、υ
ワωヮ“ 戸hvρhu 千円c 360 
昭和62年度共通第1次学力試験の実施
昭和62年度大学入学者選抜共通第 1次学力試験が，
去る 1月24日w. 2 5日(II)の両日にわたって全国一斉に
実施きれました。 共 通 1次の制度が始まって以来本年
は第9 回目です。
富山県では， 県内で受験を志願している者が 5,0 51
名（男 3 '180 名， 女1,87 1名） あり， 富山大学 4 ,15 1
名（男 2 ,6 80 名， 女1,47 1名） ， 富山医科薬科大学（富
山中部高校で実施） 900 名（男 500 名， 女 400 名） で
それぞれ実施されました。
本学では， 共 通第 l次学力試験実施委員会で計画さ
れた実施体制に基づき， 五福地区6 試験場におい て大
井学長を実施本部長とし 469 名の教職員が 試験に携 わ
り， 初日は， 国語， 理千｜の2 教科， 2日目は， 数学，
外国語， 社会の3 教科を 予定どおり終了しました。
本年度より， 受験科目が 5教科 7 科目から， 5教科
5科目（理科， 社会がそれぞれ1 科目） に削減きれた。




国l占i 三ロ 五ロ 理 科 数 学 外国語 社 会
志願者数 4, 151 4, 151 4' 151 4 '  151 4' 151 
受験者数 3,954 3,899 3,897 3,951 3,723 
受験率問 95.3% 93.9% 93.9% 95.2% 89.7% 
人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 n合..，・ 任命権者
採 用 6 2. 2 1 松 岡 i紫 教授（経済学部） 文部 大臣
II 山 崎： J青 II II 
手�－ 任 II 伊 藤 紀 男 講師（工学部） 助教授（工学部） II 
II 袋 谷 賢 吉 II II II 
配置換 62. 1. 16 高 橋 成 忠 施設課長（上越教育大学） 施 設課長 II 
II 高 久 晴 施設課長 所設長部補仙佐台工（文事 部務省大所臣）官房文教施 II 
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にj!J:よる。 通訳氏は， 我々の「思い入j L』を店の人に
4 -
理学部助手 笹山雄一
伝える。 いや， 伝えたはずであるが， 1K；リ返り， 消ま
なそうな顔をして日く， 「まだ若過ぎて食べられなし、
だから売らない／と言っているd私は， 仲間の所へも
どり， そう告げる。 すると， 「今， 逃カ、したら， 今度，









室に秘蔵され， それ以来， 毎日， 通訳氏は「スポツ」
と三角を取り， 指で中 を押す。 次に鼻を当てて匂いを
かぐのが日課となった。 一週間が過ぎてもO Kは出な
かった。









































結局， もうしまった， で押し通し， 仲間を呼んで大急
ぎで食べてしまった。
l床はどうであったかというと， 気が動転していたの
で何とも言えない。 機 会があれば， 御自身でぜひ一度
試してみられることをお勧めする。 但し， ドリアンの
学名Durio zobethinus の種名の意味は， 『ジャコウ
の匂いのする』ということだそうである。
筆者は『日本 の海岸に楼む動物はどこから来たか』
を調べる為に， およそ2 カ月， タイに滞在した。 その
時の印象を書いてほしいと頼まれたが， 書き始めて，
何回も書き直して， ホ重い、、 のである。 『タイ』とは
その国の言葉で『自由』を意味する。 しかし， タイの
人々の暮し， 考え， 望み， 不満はいまやどこかで日本
と結びついてしまう。 それが， たいてい， 〔やりきれ
ない気持ち〕にさせてしまうような事柄なのである。
従って， 私は， いっさいそれらを書かないで， せいい
っぱい 、軽〈、、 書いた。
砂 筆者は， 文部省科 学研究費補助金（海外学術調査）
の研究分担者として， 昭和61年10月7 日から昭和61
























11 j-j 16 日 （ 日） のフ ィ ル ド ・ ノ ー ト から。
判モヤたちこめるも， 日1f1太陽がIHてあたたかい。
気iJ，�28度くらいか。 ll'to [:j故山125｝支， 紋irU4J'1, i�USti·，�i 
し。 ( 11 }11{1 'i1Jから12Flにかけて必ずi:lrjがふる。 牒l(
はその前にコムギの括的をおこない， ／：Ii乙をする。 発
+f:tiには｜：十lはど：物だが， ヰ い全JVJHIJ過して／：J:jで作業1j1 _1l·. 
したのは1日半ですんだ。 ）
主院内jみの小限はJi Jf � J,')';"i. I ·まで姿をあらわす。（住








凶塔。 トンネルっき-A':i ls':L r.§ lWぞいに等身大川彫二体
iH.-:L。 ブノタ胸部（桟l自l lOcm ）と�Jiなしブッタ ・ ト
























とIii］じく， マlしダン叫シェワ村， スワー ト！lli i11Jぞいの
キャナル ・ バンガローをrnリた。 屯えもあり， Ji"-J i;j( 











すか。 タノ〈ラにはマシャラン（ lと.t) fj＇おり， fl、たち
に各タバラから千等に人夫を厄ゥてくれという、 しか












夫�｛［をつとめたシャイロー ム とほか－－r，を推した。 マ
ンャ ラ ン た ちは 5 ？う とい う 。 シャ イ ロ ームと 4 つのタ
ハラからl名つつc しかし喬人の謝礼は2人分の金制
でよいという。 なんとl I 尊心のつよい人たちか。
ナオクラム村からは力、IJ人を雇うと， 今度はほかの
十すから，�＇i·I、！？がくる。 今l�Iはモグ夕、 ラ ， ティグリ司 アマ
ン コト． ブソトウネなどの村からも駈った。 ティグリ




なる。 このユースフザイが力、ンダー ラ 盆地からスワー
トiii火作一引に！！日一｛上するパシュトウ白I＞肢であるの パシょL
トウ欣令11'のうfイj）はさらにJLく， ーj：＿としてノ、キスタ ン




1 �）7l）年アフ力、ニスタンに刷、I If＼［怖が！氏、工L， それを
ほHりするため土凡イi:lυ}J人以ー！のソ辿＇.1j（＂荻カ、アフガニス
タンに店｜官｛する。 そj Lとlj従うj込政IHゲリ ラ もノfシュト












までの15キロの道は， 人かげなく不気味で あ った。 カ
ラチに は21日まで滞在したが， 外出禁止令は市内のあ
ちこちにしかれており， ！弄を閉したままの店も多かっ
た。 カラチにはもともとパシュ ト ウ人の出かせぎが多
く， タクシーの運転手や銀行などの守衛として働き，
カラチの一角にはノfシュ ト ウ入居住区がある。 居住区
へは季節ごとにノfシュトゥ遊牧民（クーチー）がアフ
ガニスタンからやってくる 。 最近ではア フガン難民
3000家政あ まりも身をょせた。 居住区の市場では， さ
まざまな密輸品にまじって， 麻薬， 武器が取引されて
いたらしし、。 その仕入さきは規制のゆるい西北辺境付｜





にたたされている。 ながび〈イラン ・イ ラ ク戦争やア
フガニスタン問題など， i_U：界情勢のひずみが あ らわれ





















本 学 名誉教授新困隆信氏が昭和6 2年 1月16 日心不全
のため逝去きれました。 享年70歳。
同氏は昭和 16年東京帝国大学法学部法律学科及び同
1 8年 9月 同大学法学部政治学科を それぞれ卒業 され，
公立学校教諭， 富山師範学校教官を経て， 同24年6月
富山大学教育学部助教授に就任きれ， 同29年6月岡大
経済学部助教授， 同45年8月 同学部教授に昇任， 同57
年4月 1 日停年により退官されました。








教 授 松岡 潔
（応用経済学 ）






便して憲法 なかんずく統治 機 構に関する比較法的研究
に精励され， 多数の優れた研究論文を発表して憲法学，
政治学， 歴史学 に対して大きな貢献をされました。










教 授 小松 和 生
理 学 部
助 手 中村 省吾
教養部
助 教 授 小林久喜雄
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本 音B
1 Jj 5 H 御用始め
7～13日 ll｛沖[161年度ft米生イ刊行研修（於：心引高原
jえび！占i i担スキー士%）
12 Li 乍｜主｜ニュ ス制民安H会
12～19日 記2次＇.＇／＇. )] s試験1ll原）［受付
13 u 人’'t .:A！.検：1;\'J�＼委i l会入学fl j'.EJ友｝j法研究長
ii会の介JiiJ 2さは会
1 4 u 共通U'i 1：大’芋）］ d式！！／Ii 1.:1:; Ti者fillilJJ会
山山大学�i� 1 i成人式
lti u 節目l日j,ji；議会
19 u mi 1111公開講J_;E·� H会












人 文 学 部












29 日 大学院 人文科学研究科入学者選抜調査書審査
事務連絡会
学 部入学者選抜方法検討委員会
教 育 学 部
1月8日 授業開始
附属中学 校第3 学期始業式
10 日 附属小学 校， 附属養護学校第3 学期始業式









経 済 学 部
1 月 7日 授 業開始
親睦会新年祝賀会
12 ～17日 経済学専攻科入学願書受付























2 9日 事務 連絡会
エ A手L 色・ 音B
1月8 日 選考委員会
J‘皿目チ九マ必五、卓丸会、1五〉、
9 日 入学試験検討委員 会

















































1月 9 日 授業開始
22日 教授会
2 9日 後学期授業 終了
30日 学部図書委員会
ハU
昭和62年2 Jj 1 H発行 品同寺ー 報 第279号
訂正（おわび）
学報 昭和62年l 月1日発行 第278号
べ円ージ、 品 訂正筒所 E県 正
























富山市五福3 1 9 0 
印刷所 あげはの企画株式会社
白山市住：c,1{町1 丁目5-18
世 話（24) 1 7 5 5刊
ワ臼句EA
